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◎わかってほしい…。 放課後の生徒たちとの会話から教えられたこと。 

放課後の生徒の活動を見て回っている途中、教室で生徒が３人で話し込んでいる様子を見かけました。

ふたりで、仲間を相手に熱心に何かを説明しているようでした。黒板を背に身振り、手振りも交え、力も入っ

ているようです。しばらく見ていると、廊下にいる私に気付き、ハッとした様子で、話をやめてしまいました。私

は、教室に入り、話を続けるように促し、「どんな話をしていたのか、一緒に聞かせてほしい。」と問いかけまし

た。すると、仲間を相手に熱心に説明していた生徒の一人が、「僕のこと、僕たちのことをわかってほしく

て・・・話をしていたんです。」と照れくさそうに話してくれました。詳しく聞いてみると・・・ 

自分には、特性があって、なかなか学校生活の中でうまくいかないことが多いこと。特に、話をしようとする

とき、うまく言葉が出てこないこと。頭の中では、すごく考えているのだけれど、説明しようとすると時間がか

かること。先生や仲間に意見や考えを聞かれても、すぐに答えられないことが多く、どんな風に思われている

のか気になること。だから、話をしなければならないときは、メモや原稿を書くなどして準備をしていること。こ

れらのことを仲間や先生に理解してもらうことは、難しいと感じていること。・・・ 

彼は、あふれる思いを一気に語ってくれました。聴いていた生徒もまた、その思

いをしっかり受け止めてくれていたようです。私は、彼に、話してくれたことへの感

謝や自分を客観的にみてコントロールしていることへの驚きと共に、「この特性は、見方を変えれば、慎重で

じっくり考える力があるということで、それは、あなたの“強み”なのではないか。」ということを伝えました。 

ここで、ずっと黙って聴いていた生徒が口を開きます。実は自分も、同じような困り感をもっていて・・・と。

「校長先生が言うように“強みにもなる”いうこともわかるのだけれど、学校の中では、それが“弱み”となっ

てしまうことの方が多いんです。」 私に話してくれた生徒も「わかる！それ！」と激しく頷きます。だから、やら

ない。「できない。」とあきらめる、というわけではないんです。・・・という思いも伝わってきました。 

下校時刻にもなり、生徒３人と「話をする・思いを伝えること」の重要性を確認し、みんな笑顔で分かれま

した。その後、私は、この会話のことが気になり、何度か彼らと言葉を交わしました。「理解してくれる仲間は

増えています。」と前向きに話をしてくれたことがうれしいかったです。また、生徒の「わかってほしい。」を広

げたい（※３人が了解してくれたことにも感謝。）という気持ちと同時に、他の生徒の「わかってほしい。」もあるはずで、

それに気付けているか、自分自身を振り返っています。 

学校という場所は、「みんなで同じことを、同じように、同じペースで」を過度に要求する面が見られ、学校

生活においても「同調圧力」を感じる子供が増えていった・・・という指摘があります。社会の多様化が進み、

画一的・同調主義的な学校文化が顕在化しやすくなった面もありますが、そもそも、生徒は一人の人間として

存在しています。その一人一人が、互いを認め合い、理解し合うこと。そして、互いに力を貸したり、借りたりし

て自分自身を、学級を、学年を、学校をよい方向に高めていければと考えます。さらに言えば、本校では、対

話さえ増えていけば、意外とそれができる生徒も多くいて、最も大事なのは、大人の「思考の柔軟性・寛容さ」

なのではないか・・・と教えられたように思います。 
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♪ ２月・3 月の主な行事予定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

宮内中学校公式 HP（https://miyatyu.sakura.ne.jp）公開中！ 

日常の学校生活の様子を紹介しております。どうぞお立ち寄りください。 

宮中生の活躍は、  『宮内中学校』で検索     ポチっと♪ 

← 二次元コードからもリンクします。 
 

２/１日（日） 

３日（火） 

６日（金） 

〃     

１８日（水） 

２０日（金） 

〃 

27 日（金） 

み や う ち ワ ク ワ ク 親 子 ウ ィ ン タ ー フ ェ ス ２ ０ ０ ６ 

公立高校・前期特色選抜B 日程 

後期期末テスト 

PTA 三役会・運営委員会 

市内特別支援学級卒業祝賀会 

授業参観、学級・学年懇談会 

PTA 評議員会、部活動保護者会 

第2 回学校運営協議会 

３/５日（木） 

７日（土） 

８日（日） 

１０日（火） 

１３日（金）     

１６日（月） 

１７日（火） 

〃 

〃 

教育後援会監査・事務局会 

公立高校・後期一般選抜検査 

        〃 

教育後援会総会 

同窓会入会式・修了式 

卒業証書授与式 

年度末・年度初休業（～４/５） 

公立高校・後期一般選抜結果発表 

生徒会リーダー研修会 

 

 

◎ 令和７年度置賜地域緑化運動・育樹運動ポスター原画コンクール 
最優秀賞  ３年  菊地真央 

 

◎ 第２１回ライオンズクラブ国際協会 

国際平和ポスターコンテスト（地区） 

米沢ライオンズクラブ会長賞 １年 佐々木ほのみ 

入選 １年 板垣一志 鈴木美桜 佐藤陽菜子 
 

◎ 南陽市明るい選挙啓発ポスターコンクール 

入選  １年  須貝日茉莉 
 

◎ 第３９回 須藤克三賞 

読書感想文の部 最優秀 ３年 吉田佳穂 

      優  秀 １年 竹田碧華 

  作文の部       優  秀 ３年 大坂悠妃 

  創作童話の部   優  秀 １年 髙橋紗花 

  詩の部         優  秀 ２年 相原久乃 
 

◎ 第３７回南陽市英語弁論大会 

スピーチの部 優  勝  ２年 石黒千倖 

『Peace in a Circle of Happiness』  

暗唱の部     第３位  ２年 髙橋 凪 

『Miss Evans on the Titanic』  
 

☆ 東置賜地区中学生バレーボール冬季大会 

  女子の部  第１位  宮内中学校 
 

☆ 上杉カップバレーボール大会 

  第１位  南陽西部バレーボールクラブ（男子） 
 

 をいただきました。 

南陽天文愛好会 様 から、理科や社会科教育の充実、及び防

災教育に役立つようにと寄贈いただきました。この模型は、宮内在

住で天文愛好会の元会長、伊藤惣太郎さん（故人）の 『手作り』

です。とても精巧に作られていていることに驚きます。生徒には、い

ろんな角度から観てほしいと思います。ありがとうございました。  

 
市内では、インフルエンザの集団発生がみら

れたため、学級閉鎖等を実施している学校があ

ります。本校においても、いつ流行ってもおかし

くない状況と捉え、基本的な感染症予防対策

（うがい・手洗いの励行、十分な睡眠時間の確

保等）を指導しています。この点、家庭と連動し

て進めてまいりたいと考えます。どうぞよろしく

お願いいたします。 


